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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と
か
ら
、
「
オ
リ
ニ
ク
リ
ス

マ
ス
（
冬
季
交
流
会
）
」
が
各
地
の
民
団
で
開
か
れ
た
。
昨
年
は
や
む
な
く
中
止
に
追

い
込
ま
れ
た
地
方
も
多
く
、
２
年
ぶ
り
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
自
粛
疲
れ
し
て

い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
友
だ
ち
と
の
再
会
を
果
た
し
、
笑
顔
を
取
り
戻
し
て
い
た
。

民
団
中
央
本
部
の
創
団
７５
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
、「
絆
を
未
来
へ
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
映
像
配
信
の
形
式
で
２０
日
か
ら
公
開
さ
れ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
、
民
団
と
し
て
は
初
の
映
像
配
信
と
い
う
試
み
だ
が
、
次
世
代
た
ち
を
中
心
に
、
７５
年
間
、
同
胞
と
母
国
と
日

本
社
会
と
築
い
て
き
た
絆
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。

次
世
代
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

事
前
に
収
録
し
た
映
像
配

信
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
は
民
団

７５
年
の
歩
み
を
紹
介
す
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
。
続
い
て
、
主
催
代

表
の
呂
健
二
団
長
、
姜
昌
一

駐
日
大
使
と
金
星
坤
在
外
同

胞
財
団
理
事
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
民
団
草
創
期
か
ら
民
団

を
見
て
き
た
辛
容
祥
常
任
顧

問
の
７５
年
間
の
回
顧
で
ス
タ

ー
ト
し
た
。

呂
団
長
は
「
７５
年
前
、
先

輩
た
ち
は
同
胞
の
団
結
を
合

い
言
葉
に
、
血
と
涙
と
汗
を

流
し
な
が
ら
民
団
を
築
き
上

げ
て
き
た
。
７０
年
代
か
ら
は

体
系
的
な
行
政
差
別
撤
廃
運

動
に
よ
っ
て
、
２
０
０
項
目

以
上
の
国
籍
条
項
開
放
を
勝

ち
取
っ
た
」と
振
り
返
っ
た
。

そ
の
上
で
「
９０
周
年
、
１
０

０
周
年
に
向
け
て
皆
様
と
と

も
に
す
ば
ら
し
い
民
団
作
り

に
進
も
う
」と
呼
び
か
け
た
。

姜
大
使
は
「
民
団
の
７５
年

は
つ
ね
に
祖
国
と
と
も
に
歩

ん
だ
歳
月
。
私
た
ち
民
族
の

辛
い
歴
史
の
中
で
ス
タ
ー
ト

し
、
韓
日
関
係
や
南
北
関
係

の
歴
史
的
特
殊
性
の
中
で
成

長
し
た
。
今
後
と
も
韓
日
の

懸
け
橋
と
し
て
役
割
を
果
た

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
お
祝
い
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
寄
せ
た
。

金
理
事
長
も
「
母
国
の
経

済
発
展
や
世
界
的
な
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
成
功
の
裏
に
は
皆

様
の
愛
情
に
満
ち
た
支
援
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
」
と

し
、
「
次
世
代
育
成
に
向
け

た
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
約
束
し
た
。

辛
容
祥
常
任
顧
問
は
団
長

時
代
に
掲
げ
た
地
方
参
政
権

獲
得
運
動
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
「
世
代
が
移
り
変
わ
っ

て
も
、
次
世
代
た
ち
に
は
自

分
の
ル
ー
ツ
を
し
っ
か
り
自

覚
し
て
生
き
て
ほ
し
い
」
と

期
待
を
寄
せ
た
。

続
い
て
、
民
団
の
草
の
根

で
あ
る
地
方
本
部
と
支
部
の

一
線
で
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を

展
開
し
て
い
る
４
つ
の
地
方

本
部
と
支
部
を
紹
介
し
た
。

こ
こ
で
は
、
今
年
４
月
に

開
園
し
た
大
阪
本
部
に
よ
る

「
中
崎
は
な
保
育
園
」
、
京

都
の
「
子
ど
も
食
堂
」
、
愛

知
・
瀬
戸
支
部
の
家
庭
訪
問

に
よ
る
団
員
サ
ー
ビ
ス
、
東

京
・
荒
川
支
部
の
「
オ
リ
ニ

事
業
」
が
紹
介
さ
れ
た
。

「
絆
を
未
来
へ
」
と
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
と
お
り
、
７５
周

年
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
次
世
代
」
に
設
定
。
２１

世
紀
を
迎
え
た
２
０
０
１
年

に
初
開
催
し
、
今
で
は
民
団

の
次
世
代
育
成
イ
ベ
ン
ト
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
オ

リ
ニ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
「
卒
業

生
」
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

紹
介
さ
れ
た
。

今
や
立
派
に
成
長
し
、
母

国
に
修
学
し
た
り
、
青
年
会

の
幹
部
を
担
っ
て
い
る
６
人

が
、
未
来
に
向
け
た
抱
負
な

ど
を
語
っ
た
。

「
オ
リ
ニ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

の
よ
う
な
次
世
代
た
ち
の
イ

ベ
ン
ト
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

お
手
伝
い
し
た
い
」、「
自
分

の
ツ
ー
ル
を
大
切
に
し
、
韓

日
の
懸
け
橋
と
し
て
生
き
て

い
く
」
と
の
抱
負
や
、
「
こ

れ
か
ら
の
民
団
は
私
た
ち
次

世
代
が
し
っ
か
り
受
け
継
い

で
い
き
ま
す
」
と
力
強
い
コ

メ
ン
ト
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
映
像
で
は
、
サ
ッ

カ
ー
韓
国
女
子
代
表
の
夢
を

成
し
遂
げ
、
２
度
の
Ｗ
杯
に

出
場
し
た
康
裕
美
選
手
、
テ

コ
ン
ド
ー
全
日
本
選
手
権
９

連
覇
の
金
秀
範
選
手
、
世
界

的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
ち
ゃ

ん
へ
ん
（
本
名
�
金
昌
幸
）

さ
ん
と
、
日
本
と
韓
国
を
始

め
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し

て
い
る
次
世
代
３
人
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

ま
た
、
東
京
、
京
都
、
大

阪
に
あ
る
韓
国
系
の
民
族
学

校
４
校
の
生
徒
た
ち
の
手
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
学
校
紹

介
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

映
像
が
上
映
さ
れ
た
。

最
後
は
１１
月
か
ら
民
団
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
応
募
し
て

い
た
豪
華
賞
品
が
当
た
る
オ

ン
ラ
イ
ン
抽
選
会
の
当
選
者

が
発
表
さ
れ
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
委
員

長
を
務
め
た
金
泰
勲
民
団
中

央
副
団
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
中
、
ど
ん
な
形
で
も
全

国
の
団
員
の
皆
さ
ん
と
つ
な

が
り
を
持
ち
た
い
と
、
映
像

配
信
と
な
っ
た
。
企
画
か
ら

準
備
に
携
わ
っ
た
運
営
ス
タ

ッ
フ
に
も
感
謝
を
述
べ
た
い

と
」
７５
周
年
イ
ベ
ン
ト
の
意

義
を
強
調
し
て
い
た
。

こ
の
映
像
は
民
団
中
央
本

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴

で
き
る
。

東
京
荒
川
支
部
（
鄭
在
桓

支
団
長
）
は
１９
日
、
青
年
会

（
鄭
昌
晃
会
長
）
が
主
催
し

て
開
催
し
た
。
た
だ
し
、
昨

年
に
続
き
、
参
加
者
は
例
年

の
半
分
程
度
に
制
限
し
た
。

そ
れ
で
も
オ
リ
ニ
と
保
護
者

あ
わ
せ
て
約
４０
人
が
所
狭
し

と
支
部
会
館
を
埋
め
た
。

ク
イ
ズ
で
子
ど
も
た
ち
の

心
を
な
ご
ま
せ
た
あ
と
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
。
全
員
が
お
も

ち
ゃ
や
文
房
具
な
ど
を
手
に

し
た
。

ま
た
、
民
団
中
央
本
部
か

ら
届
け
ら
れ
た
、
ロ
ッ
テ
お

菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト

を
も
ら
う
と
、
オ
リ
ニ
た
ち

は
豪
華
な
「
お
菓
子
ボ
ッ
ク

ス
」
に
大
喜
び
だ
っ
た
。

【
神
奈
川
】
民
団
神
奈
川

本
部
（
李
順
載
団
長
）
は
青

年
会
神
奈
川
本
部
と
の
共

催
。
進
行
を
担
当
し
た
青
年

会
が
韓
国
の
人
気
サ
バ
イ
バ

ル
ド
ラ
マ「
イ
カ
ゲ
ー
ム（
子

ど
も
の
遊
び
）
」
を
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
取
り
入
れ
た
。

１２
日
、
神
奈
川
韓
国
会
館

に
一
昨
年
を
上
回
る
６０
人
が

参
加
。
砂
糖
菓
子
を
使
っ
た

「
カ
タ
ヌ
キ
」、「
だ
る
ま
さ

ん
が
こ
ろ
ん
だ
」、「
ビ
ー
玉

遊
び
」
と
「
死
の
ゲ
ー
ム
」

が
続
い
た
。
子
ど
も
た
ち
は

ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
、
夢
中

に
な
っ
て
い
た
。

最
後
に
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

子
ど
も
た
ち
全
員
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
贈
ら
れ
た
。
婦
人
会

神
奈
川
本
部
は
子
ど
も
た
ち

の
た
め
朝
か
ら
焼
き
そ
ば
、

チ
キ
ン
な
ど
を
準
備
し
た
。

【
千
葉
】
千
葉
で
は
韓
国

教
育
院
（
李
淳
任
院
長
）
が

主
催
。
１８
日
、
千
葉
市
内
の

民
団
本
部
会
館
に
３０
人
が
参

加
。
６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦
し
た
。

ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
の
土
台

に
生
ク
リ
ー
ム
と
い
ち
ご
、

カ
ラ
ー
シ
ュ
ガ
ー
な
ど
で
思

い
思
い
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
い
っ
た
。
。
６
チ
ー
ム

の
ケ
ー
キ
を
審
査
し
た
李
院

長
は
一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ

全
員
の
努
力
を
認
め
、
「
優

勝
は
全
チ
ー
ム
」
。
ケ
ー
キ

は
青
年
会
千
葉
本
部
が
差
し

入
れ
。
４
人
で
オ
リ
ニ
の
世

話
役
も
買
っ
て
出
た
。

【
茨
城
】
茨
城
で
は
映
像

と
お
笑
い
芸
人
ア
キ
ラ
ボ
ー

イ
の
ア
ニ
メ
漫
才
を
融
合
し

た
「
デ
ジ
タ
ル
シ
ョ
ー
」
が

オ
リ
ニ
た
ち
を
楽
し
ま
せ

た
。
民
団
茨
城
本
部
（
金
桂

一
団
長
）
が
水
戸
市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
催
。
１８
日
、
２４
人

が
参
加
し
た
。

大
き
な
声
を
出
す
と
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
が
動
き
出
し
た

り
、
ゲ
ー
ム
の
世
界
に
入
っ

て
一
緒
に
遊
ぶ
「
バ
ー
チ
ャ

ル
ワ
ー
ル
ド
」
に
は
子
ど
も

た
ち
ば
か
り
か
、
付
き
添
い

の
大
人
も
大
い
に
楽
し
ん
で

い
た
。

同
シ
ョ
ー
は
経
済
産
業
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
。

上
か
ら
テ
コ
ン
ド
ー
の
金
秀
範
選
手
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
康
裕
美
選
手
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
ち
ゃ
ん
へ
ん
さ
ん

写真で見る民団社会の２０２１年
２年越しに続くコロナ禍の影響で、民団社会

でも多くの行事や事業が中止・延期・規模縮小
の状態を余儀なくされた。し
かし、前年の経験を生かし、
オンラインを活用しながらイ
ベントや会議などを展開し
た。 （２、３面）

北送の記憶「新ボトナム会」始動
１９５９年１２月１４日、新潟湾からの第１次北送船

に乗った同胞らが新潟市内に植えた柳が並ぶ
「ボトナム（柳の木）通り」のリニューアルプ
ロジェクトが動きだした。 （４面）

【
新
潟
】
在
日
同
胞
家
族

と
日
本
国
籍
を
所
有
す
る
伴

侶
な
ど
合
わ
せ
て
９
５
７
人

を
乗
せ
た
第
１
次
北
送
船
２

隻
が
新
潟
か
ら
出
港
し
て
か

ら
６２
年
目
の
１４
日
、
市
内
の

中
央
埠
頭
で
追
悼
式
典
が
営

ま
れ
た
。
北
韓
の
人
権
問
題

に
取
り
組
む
関
係
者
ら
３０
人

が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
脱
北
者
の
一

人
、
川
崎
栄
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
「
モ
ド
ゥ
モ
イ
ジ
ャ
」
代

表
）
が
共
催
団
体
を
代
表
し

て
「
在
日
同
胞
ら
を
地
獄
の

底
に
叩
き
込
ん
だ
事
業
は
こ

こ
か
ら
始
ま
っ
た
。
（
北
韓

で
）
ど
れ
だ
け
過
酷
な
生
活

を
強
い
ら
れ
た
か
。
こ
の
埠

頭
に
来
る
と
涙
が
止
ま
ら
な

い
」
と
追
悼
辞
を
述
べ
た
。

川
崎
代
表
が
単
身
、
北
韓

に
着
い
た
の
は
１
９
６
０
年

の
こ
と
。当
時
１７
歳
だ
っ
た
。

清
津
港
に
着
い
た
と
た
ん

「
だ
ま
さ
れ
た
」
と
わ
か
っ

た
。
港
で
は
一
人
の
男
性
が

「
誰
も
降
り
て
く
る
な
。
そ

の
船
で
帰
れ
」
と
大
声
で
叫

ん
で
い
る
の
を
目
撃
し
た
。

そ
の
男
性
は
一
足
早
く
日
本

か
ら
入
国
し
た
在
日
同
胞
だ

っ
た
と
い
う
。

参
列
者
全
員
の
黙
と
う
が

終
わ
る
の
を
見
届
け
た
川
崎

代
表
は
た
だ
一
人
、
一
輪
の

花
を
手
に
と
る
と
海
に
投
げ

入
れ
、
そ
の
場
で
う
ず
く
ま

っ
て
泣
き
崩
れ
た
。

川
崎
代
表
に
よ
れ
ば
、
北

送
船
に
乗
船
し
た
在
日
同
胞

ら
の
う
ち
い
ま
も
生
き
残
っ

て
い
る
の
は
「
ほ
と
ん
ど
数

え
る
ほ
ど
」
だ
と
い
う
。
特

に
、
日
本
人
の
妻
や
夫
は
強

制
収
容
所
に
送
ら
れ
て
い
っ

た
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
と
い

う
。全

員
の
献
花
が
終
わ
る

と
、
中
央
埠
頭
に
鎮
魂
の
太

鼓
が
響
き
渡
っ
た
。

４地方本部が活動を紹介

花をたむけ死者の
冥福を祈る

第
２５
回
オ
リ
ニ

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

在
日
と
日
本
の
児
童
た
ち

が
サ
ッ
カ
ー
で
交
流
す
る
６

人
制
の
第
２５
回
オ
リ
ニ
・
ミ

ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
１９
日
、

東
京
韓
国
学
校
校
庭
で
開
催

さ
れ
、
在
日
と
日
本
の
小
学

生
４
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
た
。
体
育
会
関
東
本
部

（
文
京
一
会
長
）
主
催
、
在

日
本
大
韓
蹴
球
協
会
（
朴
泰

成
会
長
）
が
主
管
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
４
チ
ー
ム
に
制
限

し
た
。
昨
年
１
月
以
来
、
２

年
ぶ
り
近
く
の
開
催
。

４
チ
ー
ム
が
総
当
た
り
戦

を
行
い
、
決
勝
戦
は
予
選
リ

ー
グ
２
勝
１
分
け
で
首
位
の

西
新
井
・
ジ
ュ
ニ
ア
と
２
勝

１
敗
で
２
位
の
豊
島
区
ト
レ

セ
ン
。

２０
分
の
試
合
は
１
―
１
と

両
者
譲
ら
ず
、
延
長
戦
に
突

入
。
結
果
、
西
新
井
が
貴
重

な
ゴ
ー
ル
を
決
め
、
優
勝
し

た
。

「
北
送
」原
告
団
に

支
援
金
を
手
渡
す

婦
人
会
中
央
本
部
（
劉
代

永
会
長
）は
１０
日
、北
韓
政
府

を
相
手
取
っ
て
北
送
責
任
を

問
う
原
告
団
（
川
崎
栄
子
代

表
を
は
じ
め
と
す
る
元
在
日

同
胞
脱
北
者
５
人
）
へ
支
援

金
３３
万
５
１
０
０
円
を
手
渡

し
た
。
秋
季
全
国
研
修
会
・

西
日
本
地
区
参
加
者
一
同
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
２３
万
５
１
０

０
円
に
婦
人
会
中
央
本
部
と

し
て
の
１０
万
円
を
足
し
た
。

劉
会
長
は
原
告
団
に
代
わ

っ
て
東
京
・
港
区
の
韓
国
中

央
会
館
を
訪
れ
た
支
援
団
体

「
北
朝
鮮
帰
国
者
の
生
命
と

人
権
を
守
る
会
」
の
佐
伯
浩

明
理
事
長
に
対
し
、
「
係
争

中
の
原
告
５
人
に
頑
張
る
よ

う
お
伝
え
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
た
。

支
援
金
を
渡
す
劉
会
長（
右
）

４チーム総当たりで熱戦を展開

民
団
中
央
本
部
は
韓
国
語

と
韓
国
文
化
に
関
す
る
教
材

を
全
国
の
在
日
同
胞
青
少
年

３
０
０
０
人
に
送
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
こ
の
２
年
間
、
オ

リ
ニ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
な
ど
、

在
日
同
胞
の
次
世
代
対
象
事

業
が
中
止
、
あ
る
い
は
縮
小

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
家
庭
内
で
の
民
族

教
育
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
文
教
局
が
企
画
し
た
。

対
象
は
１
歳
か
ら
１８
歳
の

高
校
生
ま
で
。
民
団
と
は
か

か
わ
り
な
く
地
域
で
独
自
に

活
動
し
て
い
る
団
体
も
含
め

た
。配

布
物
は
韓
国
語
と
韓
国

文
化
の
教
科
書
、
在
日
同
胞

の
歴
史
関
連
教
材
な
ど
で
、

対
象
年
齢
に
よ
っ
て
異
な

る
。
一
緒
に
菓
子
・
食
品
も

同
封
し
た
。

発
送
に
は
青
年
会
Ｏ
Ｂ
や

学
生
会
メ
ン
バ
―
、
留
学
生

ら
２０
～
３０
代
の
青
年
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。
１５

か
ら
２０
日
ま
で
の
１
週
間
、

箱
詰
め
作
業
と
発
送
に
携
わ

っ
た
。

▲お菓子ボックスに大喜び（荒川支部）

▲神奈川はイカゲーム

▲千葉はケーキづくり

▲茨城はデジタルショー

各
地
で
元
気
に
オ
リ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス

�
韓
日
の
懸
け
橋
に
な
る
�

先
輩
た
ち
の
闘
い
の
歴
史
踏
ま
え

記念イベントをオンライン配信

民民団団７７５５周周年年「「絆絆をを未未来来へへ」」

�
北
送
�の
犠
牲
者
偲
ぶ

新
潟
港
の
埠
頭
で
追
悼
式

次世代に教科書と菓子送る

（毎週水曜日発行）週 刊２０２１年１２月２２日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）第３００２号（１）

今号の読みどころ



民団中央本部と東京本部は

１月１２日、東京都内のホテル

で２０２１年度中央新年会を開催

した。コロナ禍の中、感染防

止に細心の対策を施し、参加

者も首都圏の民団幹部や傘下

団体役員、日本の国会議員な

ど、例年の３分の１ないし４

分の１にあたる１５０人と、規

模を大幅に縮小した。テーマ

は「韓日友好」。あいさつに

立った呂健二団長は「両国政

府は相手への理解と尊敬の念

を抱いて腹を割って話し合っ

てほしい」と強く要請した上

で「今年１年は正念場。皆さ

んと共に民間交流の先頭に立

つ」と決意を披露した。

社会福祉法人ハナ集いの家「中崎はな保育

園」（呉龍浩理事長）が３月２４日、大阪市北

区の大阪韓国人会館の隣接地で竣工し、開園

した４月１日に入園式を開催した。０歳から

３歳児までの乳幼児３７人が入園した。同保育

園の開園は大阪市北区が喫緊の課題としてき

た待機児童解消の一助につながり、地域にと

っても朗報となった。

２
月
１３
日
に
福
島
県
沖
で
発
生
し
最
大

震
度
６
強
の
揺
れ
を
観
測
し
た
地
震
で
、

福
島
県
や
宮
城
県
の
民
団
や
同
胞
の
家
屋

や
事
業
所
に
も
影
響
が
広
が
っ
た
。
民
団

福
島
本
部
会
館
は
１
階
に
店
舗
を
構
え
る

あ
す
か
信
用
組
合
郡
山
支
店
、
２
階
の
民

団
本
部
事
務
所
内
は
事
務
機
器
や
家
具
が

倒
壊
し
、
一
時
は
停
電
状
態
と
な
っ
た
が

翌
日
朝
に
は
復
旧
し
た
。
事
務
局
で
は
翌

日
早
朝
に
孫
哲
鎬
団
長
を
は
じ
め
職
員
全

員
が
出
勤
し
団
員
の
安
否
確
認
を
続
け

た
。
人
命
に
関
わ
る
大
き
な
事
故
は
な
い

が
、
団
員
の
自
宅
、
営
業
店
舗
等
に
被
害

が
出
た
。

京都国際高校が春夏連続で甲子園に初

出場。夏の甲子園では４強入りという、

聖地に新たな記録と記憶を刻んだ。勝利

のあと球場に響いた韓国語の校歌は全国

の同胞を感激させた。京都国際学園の李

隆男理事長と朴慶洙校長は「全国の団員

の声援に感謝しています」とメッセージ

を寄せた。

民
団
の
第
７５
回
定
期
中
央
委
員
会
が
２
月
２６
日
、
東
京

・
港
区
の
韓
国
中
央
会
館
で
書
面
決
議
で
開
か
れ
た
。
郵

送
で
届
い
た
書
面
決
議
書
は
中
央
委
員
在
籍
１
９
８
人
中

１
６
５
人
の
参
与
で
成
立
。
２
０
２
０
年
度
の
活
動
を
総

括
す
る
と
と
も
に
、
�１
韓
日
友
好
親
善
�２
同
胞
の
生
活
と

権
益
守
護
�３
次
世
代
育
成
の
３
大
重
点
課
業
と
▽
組
織
基

盤
強
化
と
同
胞
社
会
和
合
▽
韓
半
島
の
平
和
寄
与
の
５
大

方
針
を
柱
に
し
た
新
年
度
活
動
方
針
案
を
原
案
通
り
採
択

し
た
。
こ
の
模
様
は
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
。

２
度
に
わ
た
っ
て
休
会
し
て
い
た
民
団
の
第
５５
回
定
期

中
央
大
会
が
４
月
６
日
、
韓
国
中
央
会
館
８
階
大
ホ
ー
ル

で
続
会
さ
れ
（
写
真
）、
こ
の
席
で
選
挙
管
理
委
員
会
（
辛

容
祥
委
員
長
）
は
改
め
て
、
団
長
に
立
候
補
し
て
い
た
任

泰
洙
副
団
長
の
立
候
補
登
録
を
取
り
消
し
、
呂
健
二
前
団

長
の
無
投
票
当
選
を
宣
言
し
た
。
３
機
関
長
と
も
に
単
一

候
補
者
と
な
っ
た
こ
と
で
、
団
長
に
呂
健
二
候
補
、
議
長

に
朴
安
淳
候
補
、
監
察
委
員
長
に
金
春
植
候
補
が
選
出
さ

れ
た
こ
と
を
宣
言
し
た
。

東京韓国学校附設「土曜学校」の修了生が

１９９３年の開設以来、１万人を突破した。同校

「土曜学校」は都内の在日韓国人を対象とし

た民族教育の中心的な役割を果たしている。

幼稚クラスでは毎年２００人を超える幼児たち

が学び、就学年齢に達すると、その大半は同

校に進学する。進学に間に合わなかった児童

も１、２年で編入学をめざすという。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
「
第
４
波
」
が
猛

威
を
振
る
い
、３
度
目
の
非
常
事
態
宣
言
発
出
に
よ
っ
て
、

民
団
中
央
本
部
で
は
執
行
委
員
会
な
ど
を
通
じ
オ
リ
ニ
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー
の
開
催
見
送
り
や
各
種
行
事
の
見
直
し
な

ど
、
新
年
度
活
動
方
針
を
再
検
討
す
る
と
共
に
、
当
面
の

行
事
や
活
動
方
向
を
修
正
し
た
。
１
泊
２
日
の
リ
ー
ダ
ー

育
成
ス
ク
ー
ル
（
組
織
学
院
）
も
特
別
措
置
と
し
て
短
日

開
催
と
し
た
。

日
本
初
の
反
人
種
差
別
法「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
法
」

の
施
行
か
ら
５
年
を
迎
え
る
の
を
前
に
５
月
２６
日
、
日
本

に
お
け
る
「
差
別
禁
止
法
の
現
段
階
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
と
「
人
種
差
別
撤
廃
基
本
法
を
求
め
る

議
員
連
盟
」
の
主
催
す
る
院
内
集
会
が
相
次
い
で
開
か
れ

た
。
両
集
会
で
の
報
告
か
ら
国
と
地
方
に
お
け
る
進
展
と

課
題
を
ま
と
め
た
。

韓国プロ野球黎明期の８３年に三美

ス―パースターズ（当時）に入団し、

３０勝１６敗６セーブという驚異的な成

績で最多勝を獲得した在日同胞、張

明夫投手（日本での登録名は福士敬

章）の生涯をテーマとしたドキュメ

ンタリー映画「玄界灘の落ち葉」の

撮影が進んでいる。作品を企画した

李泳坤さん（２８）は張選手の人生を通

して、在日の献身的な祖国愛を思い

起こすきっかけにしていきたいと、

日本留学中に手掛けたテーマをもと

に続編として再取材している。

当
委
員
会
の
作
成
に
係
る

２
０
２
１
年
１１
月
１９
日
付
け

検
証
結
果
報
告
書
の
要
旨
は

以
下
の
と
お
り
で
す
の
で
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

第
１

中
央
議
長
に

対
す
る
戒
告
処
分
に

関
す
る
検
証

１

問
題
点

中
央
監
察
委
員
会
は
、
２

０
２
１
年
９
月
１５
日
付
け
公

文
（
韓
民
中
監
発
第
５５
―
０

２
５
号
）
に
て
、
朴
安
淳
議

長
の
規
約
運
用
規
定
第
６４
条

運
用
規
定
第
６
項
違
反
を
認

定
し
、
朴
安
淳
議
長
に
対
す

る
戒
告
処
分
を
行
っ
た
。

し
か
し
、同
戒
告
処
分
は
、

中
央
委
員
会
の
事
前
の
同
意

を
得
て
い
な
い
。

ま
た
、そ
の
処
分
理
由
は
、

朴
安
淳
議
長
が
韓
賢
澤
前
副

議
長
及
び
趙
龍
済
前
副
議
長

か
ら
「
辞
表
」
の
提
出
を
受

け
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず

両
名
の
辞
任
を
通
報
す
る
内

容
の
公
文
（
韓
民
中
議
発
第

５４
―
０
１
０
号
・
第
５４
―
０

１
１
号
）
を
発
し
た
こ
と
を

唯
一
の
処
分
理
由
と
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
か
か
る
両
名

の
辞
任
な
い
し
辞
意
表
明
は

第
５５
期
定
期
中
央
大
会
に
お

け
る
総
辞
職
後
に
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

２

検
証

（
１
）
規
約
第
７５
条
但
書

（
１
）
が
定
め
る
「
中
央
委

員
会
の
同
意
」
は
事
前
の
同

意
に
限
定
さ
れ
る

�１
１
９
９
６
年
３
月
２７
日

に
制
定
さ
れ
た
当
時
の
「
規

約
運
用
に
関
す
る
見
解
統

一
」
に
は
、
「
３
。
中
央
委

員
を
懲
戒
処
分
す
る
時
の
中

央
委
員
会
の
同
意
に
関
し

て
」
「
中
央
委
員
の
権
威
を

高
め
、
身
分
を
保
障
す
る
た

め
に
、
処
罰
す
る
時
に
は
中

央
委
員
会
の
同
意
を
前
提
条

件
に
規
定
し
て
い
る
。
し
か

し
、
現
実
的
に
は
１
年
に
１

回
し
か
な
い
中
央
委
員
会
ま

で
待
て
な
い
場
合
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
事
後
承

認
も
可
能
と
す
る
。
」
と
の

規
定
が
あ
っ
た
。

�２
し
か
し
、
２
０
０
０
年

１
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
た
第

５２
回
臨
時
中
央
委
員
会
に
お

い
て
、
上
記
見
解
統
一
に
つ

い
て
規
約
と
矛
盾
す
る
等
と

の
多
数
の
反
対
意
見
が
あ

り
、
中
央
委
員
会
の
事
前
承

認
な
く
行
わ
れ
た
議
長
及
び

副
議
長
に
対
す
る
懲
戒
処
分

に
つ
い
て
、
処
分
手
続
き
が

適
切
で
な
い
こ
と
を
指
摘
す

る
決
議
が
な
さ
れ
、
上
記
見

解
統
一
の
改
廃
は
第
５３
回
定

期
中
央
委
員
会
に
委
ね
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
同
年
３
月
２３

日
に
開
催
さ
れ
た
第
５３
回
定

期
中
央
委
員
会
に
お
い
て
、

上
記
見
解
統
一
に
つ
い
て
、

改
正
案
（
事
後
承
認
の
対
象

を
地
方
大
会
で
選
出
さ
れ
た

者
に
限
定
す
る
案
）
す
ら
採

用
さ
れ
ず
、
満
場
一
致
で
全

文
削
除
す
る
こ
と
が
決
議
さ

れ
た
。

�３
か
か
る
経
緯
か
ら
す
れ

ば
、
規
約
第
７５
条
但
書（
１
）

が
定
め
る
「
中
央
委
員
会
の

同
意
」
に
つ
い
て
は
、
第
５２

回
臨
時
中
央
委
員
会
及
び
第

５３
回
定
期
中
央
委
員
会
を
通

じ
て
、
事
前
同
意
に
限
定
さ

れ
事
後
の
同
意
は
例
外
な
く

一
切
許
容
さ
れ
な
い
、
と
の

統
一
解
釈
が
形
成
さ
れ
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
２
）
韓
賢
澤
前
副
議
長
及

び
趙
龍
済
前
副
議
長
が
２
０

２
１
年
３
月
１２
日
に
行
っ
た

辞
任
な
い
し
辞
意
表
明
は
、

規
約
運
用
規
定
第
６４
条
運
用

規
定
第
６
項
が
定
め
る
「
辞

表
提
出
」
を
要
し
な
い

�１
規
約
運
用
規
定
第
６４
条

運
用
規
定
第
６
項
は
、
「
役

員
が
任
期
途
中
に
自
ら
の
意

思
で
辞
退
す
る
場
合
は
辞
表

提
出
に
よ
っ
て
任
期
が
終
了

し
、
手
続
き
の
み
が
残
る
。」

と
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
同
条
同
項
が
定
め
る

「
辞
表
提
出
」
が
必
要
と
な

る
「
役
員
が
」
「
自
ら
の
意

思
で
辞
退
す
る
場
合
」と
は
、

当
該
役
員
が
「
任
期
途
中
」

に
行
う
も
の
で
あ
り
、か
つ
、

当
該
辞
表
の
提
出
に
「
よ
っ

て
任
期
が
終
了
」
す
る
も
の

（
任
期
を
終
了
さ
せ
る
法
的

効
果
の
あ
る
も
の
）
に
限
ら

れ
る
。

�２
２
０
２
１
年
３
月
１２
日

時
点
に
お
い
て
、
韓
賢
澤
前

副
議
長
及
び
趙
龍
済
前
副
議

長
の
任
期
は
い
ず
れ
も
総
辞

職
に
よ
り
満
了
し
て
い
た

（
規
約
運
用
規
定
第
６４
条
運

用
規
定
第
５
項
）。

�３
し
た
が
っ
て
、
韓
賢
澤

前
副
議
長
及
び
趙
龍
済
前
副

議
長
が
２
０
２
１
年
３
月
１２

日
に
行
っ
た
辞
任
な
い
し
辞

意
表
明
は
、
い
ず
れ
も
韓
賢

澤
前
副
議
長
及
び
趙
龍
済
前

副
議
長
の
任
期
を
終
了
さ
せ

る
法
的
効
果
を
有
す
る
も
の

で
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
辞

表
提
出
を
要
し
な
い
。

�４
規
約
第
６５
条
は
、
「
大

会
期
間
中
、
中
央
委
員
及
び

代
議
員
の
任
期
完
了
ま
た
は

総
辞
職
が
あ
っ
た
時
に
は
該

当
構
成
員
が
大
会
完
了
時
ま

で
そ
の
任
務
を
引
き
続
き
行

使
す
る
」と
規
定
し
て
い
る
。

議
長
、
副
議
長
等
が
「
当
然

職
」
（
規
約
第
１７
条
）
と
し

て
中
央
委
員
の
身
分
を
有
す

る
こ
と
か
ら
、
規
約
第
６５
条

は
副
議
長
に
つ
い
て
も
適
用

さ
れ
、
「
該
当
構
成
員
」
と

し
て
「
大
会
完
了
時
ま
で
そ

の
任
務
を
引
き
続
き
行
使
す

る
」
こ
と
と
な
る
。
韓
賢
澤

前
副
議
長
及
び
趙
龍
済
前
副

議
長
は
、
既
に
副
議
長
の
地

位
は
有
し
な
い
も
の
の
、
同

規
定
に
基
づ
き
、
総
辞
職
後

第
５５
回
定
期
中
央
大
会
が
完

了
す
る
ま
で
、
副
議
長
と
し

て
の
「
任
務
」
を
課
さ
れ
て

お
り
、
両
名
の
辞
任
な
い
し

辞
意
表
明
を
も
っ
て
し
て
も

か
か
る
規
約
に
基
づ
く
「
任

務
」
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。し
た
が
っ
て
、両
副
議

長
の
辞
任
な
い
し
辞
意
表
明

は
、
（
副
議
長
の
地
位
そ
の

も
の
で
は
な
く
）
副
議
長
と

し
て
の
「
任
務
」
な
い
し
職

務
を
放
棄
す
る
旨
の
事
実
上

の
意
思
表
示
に
過
ぎ
な
い
。

�５
朴
安
淳
議
長
の
発
し
た

公
文
は
、
両
副
議
長
が
辞
意

表
明
に
よ
り
、
続
会
に
お
い

て
議
事
進
行
を
務
め
る
意
思

が
事
実
上
な
い
こ
と
を
明
確

に
し
た
こ
と
か
ら
、
混
乱
が

生
じ
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
か

じ
め
両
副
議
長
が
続
会
に
お

い
て
議
事
進
行
を
務
め
な
い

こ
と
を
知
ら
せ
る
趣
旨
で
あ

っ
た
。

３

結
論

安
淳
議
長
に
対
す
る
戒
告

処
分
は
、
中
央
委
員
会
の
事

前
の
同
意
を
得
て
お
ら
ず
、

そ
の
手
続
き
に
お
い
て
規
約

第
７５
条
但
書
（
１
）
に
違
反

し
て
い
る
。
ま
た
、
同
戒
告

処
分
は
、
規
約
運
用
規
定
第

６４
条
運
用
規
定
第
６
項
の
適

用
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
内
容
に
お
い
て
も
規
約

違
反
が
認
め
ら
れ
る
。

第
２

直
選
中
央
委

員
３５
名
否
認
の
件
に

関
す
る
検
証

１

問
題
点

中
央
監
察
委
員
会
は
、
第

５５
期
に
お
け
る
顧
問
及
び
直

選
中
央
委
員
３５
名
の
選
出
に

つ
い
て
、
呂
健
二
団
長
及
び

朴
安
淳
議
長
は
同
意
し
て
い

る
も
の
の
、
金
春
植
監
察
委

員
長
が
同
意
し
て
お
ら
ず
、

直
選
中
央
委
員
３５
名
に
つ
い

て
は
金
春
植
監
察
委
員
長
と

の
協
議
を
経
て
お
ら
ず
、
無

効
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

る
。

２

検
証

（
１
）
三
機
関
長
に
対
す
る

大
会
委
任
事
項
に
関
す
る
決

定
は
多
数
決
に
よ
る

�１
規
約
に
お
い
て
も
中
央

大
会
の
委
任
決
議
（
委
任
状

の
記
載
）
に
お
い
て
も
、
中

央
大
会
決
議
の
委
任
事
項
に

関
す
る
決
定
に
つ
い
て
全
員

一
致
を
要
す
る
と
の
定
め
は

な
い
。

�２
一
般
に
、
協
議
な
い
し

会
議
体
を
意
思
決
定
機
関
と

す
る
団
体
の
意
思
決
定
は
、

多
数
決
原
理
の
よ
る
の
が
原

則
で
あ
る
。
民
団
に
お
い
て

も
、
中
央
大
会
及
び
中
央
委

員
会
に
お
け
る
議
決
は
多
数

決
に
よ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
（
規
約
第
１４
条
、
第

１９
条
）。

�３
規
約
に
お
い
て
全
員
一

致
を
要
求
す
る
旨
の
定
め
は

存
在
せ
ず
、
欠
員
が
生
じ
た

場
合
の
補
選
な
ど
、
本
来
、

中
央
大
会
で
行
う
べ
き
決
定

事
項
の
一
部
を
中
央
委
員
会

に
お
い
て
決
議
す
る
場
合
に

お
い
て
で
さ
え
、
「
３
分
の

２
以
上
」
の
多
数
決
に
よ
る

も
の
と
し
て
い
る
（
規
約
１０

条
但
書
、
１７
条
但
書
、
２３
条

２
項
但
書
、３１
条
但
書（
１
）、

６３
条
）。

�４
顧
問
及
び
直
選
中
央
委

員
の
選
任
を
新
任
三
機
関
長

に
委
任
す
る
こ
と
が
中
央
大

会
に
お
け
る
慣
行
と
な
っ
て

い
る
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
候

補
者
の
総
数
が
多
い
た
め
に

中
央
大
会
に
お
い
て
実
際
に

選
任
す
る
こ
と
が
現
実
的
に

困
難
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

か
か
る
委
任
の
理
由
か
ら
し

て
も
、
そ
の
決
定
を
新
任
三

機
関
長
の
全
員
一
致
に
よ
る

も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
合
理
性
は
見
出
し
難
い
。

�５
民
団
が
そ
の
意
思
決
定

に
お
い
て
採
用
す
る
多
数
決

原
理
を
排
し
て
ま
で
、
顧
問

及
び
直
選
中
央
委
員
の
選
任

に
関
す
る
委
任
事
項
の
決
定

を
、
こ
と
さ
ら
新
任
三
機
関

長
の
全
員
一
致
と
解
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
合
理
的
理
由

は
な
い
。

（
２
）
顧
問
及
び
直
選
中
央

委
員
３５
名
の
選
出
・
決
定
に

関
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
瑕
疵
は

な
い�１

委
任
状
に
は
、
「
直
選

中
央
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

（
三
機
関
長
）
」
と
の
み
記

載
さ
れ
て
お
り
、
「
協
議
」

等
の
文
言
が
用
い
ら
れ
て
お

ら
ず
、
そ
の
決
定
過
程
に
つ

い
て
の
制
限
は
明
記
さ
れ
て

い
な
い
。

�２
顧
問
及
び
直
選
中
央
委

員
３５
名
の
選
出
・
決
定
の
プ

ロ
セ
ス
も
、
従
前
の
慣
行
に

従
っ
た
も
の
で
あ
り
、
呂
健

二
団
長
が
朴
安
淳
議
長
及
び

金
春
植
監
察
委
員
長
に
対
し

て
推
薦
し
た
い
候
補
者
が
い

れ
ば
こ
れ
を
推
薦
す
る
よ
う

申
し
向
け
た
上
で
、
呂
健
二

団
長
が
選
定
な
い
し
公
表
し

た
候
補
者
に
つ
い
て
、
金
春

植
監
察
委
員
長
に
お
い
て
異

論
を
含
む
意
見
が
あ
っ
た

が
、
か
か
る
意
見
を
踏
ま
え

て
検
討
を
行
い
、
当
該
意
見

に
関
し
て
最
終
的
に
意
見
の

一
致
を
み
な
か
っ
た
た
め

に
、
三
機
関
長
の
多
数
に
よ

り
、
顧
問
及
び
本
件
直
選
中

央
委
員
の
選
出
を
決
す
る
と

の
過
程
を
経
た
の
で
あ
っ

て
、
中
央
大
会
の
委
託
の
趣

旨
に
背
く
も
の
で
は
な
く
、

瑕
疵
は
な
い
。

�３
金
春
植
監
察
委
員
長
自

身
、
５
月
１３
日
及
び
５
月
１９

日
の
「
三
機
関
長
会
議
」
の

場
に
お
い
て
、
公
表
さ
れ
た

具
体
的
な
顧
問
及
び
本
件
直

選
中
央
委
員
に
つ
い
て
、
反

対
す
る
旨
の
意
見
を
述
べ
、

そ
れ
に
対
し
て
、
呂
健
二
団

長
及
び
朴
安
淳
議
長
が
こ
れ

ら
顧
問
及
び
本
件
直
選
中
央

委
員
に
つ
い
て
賛
成
で
あ
る

こ
と
を
前
提
に
「
追
認
し
て

く
れ
」
と
意
見
を
述
べ
、
金

春
植
監
察
委
員
長
が
こ
れ
を

「
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
述
べ
、
協
議
を
行
っ
た
こ

と
を
認
め
て
い
る
。
か
か
る

協
議
は
委
任
期
間
で
あ
る
２

０
２
１
年
６
月
１５
日
ま
で
に

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
か
か
る
協
議
の
結
果

と
し
て
、
呂
健
二
団
長
と
朴

安
淳
議
長
の
賛
成
に
よ
り
、

顧
問
及
び
本
件
直
選
中
央
委

員
が
改
め
て
選
出
・
決
定
さ

れ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ

て
、
仮
に
中
央
監
察
委
員
会

の
見
解
を
前
提
と
し
て
も
、

本
件
直
選
中
央
委
員
の
選
出

・
決
定
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス

に
瑕
疵
は
な
い
。

３

結
論

顧
問
及
び
直
選
中
央
委
員

３５
名
の
選
出
・
決
定
は
、
そ

の
内
容
及
び
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
、
中
央
大
会
の
委
任
決

議
の
委
託
の
趣
旨
に
背
く
点

は
な
く
、
顧
問
及
び
直
選
中

央
委
員
３５
名
の
選
出
・
決
定

に
瑕
疵
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
直
選
中
央
委
員
３５
名
の
選

出
・
決
定
が
無
効
で
あ
る
と

の
中
央
監
察
委
員
会
の
見
解

は
誤
り
で
あ
る
。

第
３

中
央
団
長
及

び
中
央
議
長
に
対
す

る
辞
任
勧
告
に
関
す

る
検
証

１

問
題
点

中
央
監
察
委
員
会
は
、
２

０
２
１
年
９
月
２２
日
付
け
公

文
（
韓
民
中
監
発
第
５５
―
０

２
６
号
）
に
お
い
て
、
呂
健

二
団
長
及
び
朴
安
淳
議
長
に

対
し
、
規
約
違
反
が
あ
る
等

の
理
由
に
よ
り
、
辞
任
勧
告

を
行
っ
た
。

同
辞
任
勧
告
は
、
呂
健
二

団
長
及
び
朴
安
淳
議
長
に
お

け
る
規
約
違
反
を
理
由
と
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
具

体
的
理
由
と
し
て
、
本
件
直

選
中
央
委
員
の
選
出
・
決
定

に
関
す
る
瑕
疵
を
挙
げ
て
い

る
（
こ
の
点
に
瑕
疵
が
な
い

こ
と
は
上
記
の
と
お
り
で
あ

る
。）。

こ
れ
に
加
え
、
�１
中
央
監

察
委
員
会
が
２
０
２
１
年
７

月
２１
日
に
組
織
局
に
対
し

て
、
韓
民
中
監
発
第
５５
―
０

１
２
号
に
相
当
す
る
内
容
の

草
案
を
送
付
し
、
そ
の
発
信

を
指
示
し
た
が
組
織
局
が
同

公
文
を
発
し
な
か
っ
た
こ

と
、
�２
金
春
植
監
察
委
員
長

が
２
０
２
１
年
８
月
５
日
に

組
織
局
副
局
長
に
対
し
て
架

電
し
、
第
５５
期
中
央
大
会
執

行
委
員
会
会
議
資
料
（
第
１

回
～
第
３
回
）
の
写
し
を
各

３
部
、
金
春
植
監
察
委
員
長

の
自
宅
住
所
に
宛
て
て
郵
送

す
る
よ
う
依
頼
し
た
が
断
ら

れ
た
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
規

約
第
７５
条
運
用
規
定
第
２
条

第
１
号
に
定
め
る
業
務
妨
害

に
該
当
す
る
こ
と
も
理
由
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

２

検
証

（
１
）
中
央
監
察
委
員
会
の

公
文
発
信
が
「
妨
害
」
さ
れ

た
と
は
評
価
で
き
な
い

公
文
発
信
に
あ
た
り
、
そ

の
内
容
に
事
実
誤
認
等
の
誤

り
が
な
い
か
確
認
し
て
ほ
し

い
等
と
求
め
、
あ
る
程
度
留

め
置
く
こ
と
自
体
は
特
段
問

題
と
な
る
点
は
な
い
。
そ
の

後
、
中
央
監
察
委
員
会
は
、

組
織
局
な
い
し
呂
健
二
団
長

に
対
し
て
再
度
の
発
信
要
求

を
す
る
こ
と
も
な
く
、
約
一

週
間
後
に
自
ら
草
案
と
ほ
ぼ

同
内
容
の
公
文
を
現
に
発
信

し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
中
央

監
察
委
員
会
の
公
文
発
信
が

「
妨
害
」
さ
れ
た
と
ま
で
は

評
価
で
き
な
い
。

（
２
）
組
織
局
が
金
春
植
監

察
委
員
長
の
文
書
送
付
依
頼

に
つ
い
て
団
長
の
了
解
を
求

め
た
こ
と
は
適
切
で
あ
り
、

中
央
監
察
委
員
会
の
団
務
監

査
が
「
妨
害
」
さ
れ
た
と
は

評
価
で
き
な
い

前
例
の
な
い
金
春
植
監
察

委
員
長
の
中
央
執
行
委
員
会

会
議
資
料
の
写
し
の
金
春
植

監
察
委
員
長
自
宅
宛
て
送
付

要
求
に
対
し
、
組
織
局
が
呂

健
二
団
長
の
許
可
を
得
る
よ

う
求
め
た
こ
と
は
、
職
務
分

限
及
び
事
務
規
定
第
６７
条

（
「
本
規
定
に
定
め
て
い
な

い
事
務
上
の
処
理
事
項
は
随

時
団
長
が
こ
れ
を
指
示
す

る
。」）
に
則
っ
た
対
応
と
い

え
る
。
ま
た
、
組
織
局
は
金

春
植
監
察
委
員
長
に
対
し
、

民
団
本
部
事
務
所
に
お
け
る

閲
覧
は
い
つ
で
も
受
け
付
け

る
旨
を
繰
り
返
し
伝
え
て
い

た
の
で
あ
る
か
ら
、
中
央
監

察
委
員
会
の
団
務
監
査
が

「
妨
害
さ
れ
た
」
等
と
評
価

で
き
る
事
実
は
な
い
（
付
言

す
れ
ば
、
金
春
植
監
察
委
員

長
は
呂
健
二
団
長
に
対
し
て

会
議
資
料
送
付
の
打
診
す
ら

行
っ
て
い
な
い
）。

３

結
論

中
央
監
察
委
員
会
が
行
っ

た
辞
任
勧
告
が
そ
の
理
由
と

し
て
記
載
し
た
、
呂
健
二
団

長
及
び
朴
安
淳
議
長
に
お
け

る
規
約
違
反
の
事
実
は
な
い

の
で
あ
り
、
同
辞
任
勧
告
は

そ
の
理
由
に
お
い
て
規
約
の

適
用
を
誤
っ
て
い
る
。

以
上

監察機関職務検証委員会

（要 旨）

�
腹
割
�
て
話
し
合
�
て
��
両
国
政
府
に
強
く
要
請

中崎はな保育園開園

京都国際が春夏連続甲子園 夏は４強

中
央
委
・
大
会

初
の
書
面
決
議

本
年
度
活
動
方
針
を
修
正

中
央
執
行
部
ス
タ
�
ト

ヘ
イ
ト
Ｓ
対
策
法
か
ら
５
年

福
島
県
沖
地
震
、同
胞
の
家
屋
に
も
被
害

東京韓学土曜学校

修了生１万人突破

張明夫投手の生涯映画化

検検証証結結果果報報告告書書

日々の活動 着実に前進
（２）２０２１年１２月２２日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第３００２号



「
在
日
韓
国
女
性
の
方
向
性
と
役
割
セ
ミ

ナ
ー
」
と
題
し
た
、
婦
人
会
（
劉
代
永
中
央

会
長
）
の
全
国
大
研
修
会
が
６
月
２
日
の
九

州
・
中
国
・
四
国
地
区
を
皮
切
り
に
中
北
、

近
畿
、
関
東
、
東
北
と
続
き
、
全
国
７
ブ
ロ

ッ
ク
で
５
０
０
人
余
り
が
参
加
し
た
。
事
実

上
、
２
年
ぶ
り
の
地
協
別
開
催
と
あ
っ
て
、

参
加
し
た
会
員
ら
は
久
方
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
合
う
と
共
に
、
各
地
域
同
士
の
情
報
を
交

換
し
あ
っ
た
。
ま
た
、
１１
月
に
は
東
地
区
と

西
地
区
の
２
ブ
ロ
ッ
ク
で
秋
季
全
国
大
研
修

会
を
開
催
し
た
。

創
団
７５
周
年
を
迎
え
る
あ
た
り
、
�１
韓
日
友
好
親
善
�２
同
胞
の
生

活
と
権
益
守
護
�３
次
世
代
育
成
の
３
大
重
点
課
業
と
、
�１
組
織
基
盤

強
化
と
同
胞
社
会
の
和
合
�２
組
織
力
量
の
強
化
�３
韓
半
島
の
平
和
寄

与
の
３
つ
の
重
点
方
針
を
掲
げ
た
２
０
２
１
年
。
し
か
し
、
２
年
越

し
に
続
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
多
く
の
行
事
や
事
業
が
中
止
・

延
期
・
規
模
縮
小
の
状
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
次
世
代
育
成
イ
ベ

ン
ト
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
オ
リ
ニ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
と
中
・
高
校
・

大
学
生
の
母
国
訪
問
研
修
も
２
年
連
続
で
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。

１３
回
目
を
迎
え
た
韓
日
祝
祭
ハ
ン
マ
ダ
ン（
日
韓
交
流
お
ま
つ
り
）

も
昨
年
に
続
く
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
前
年
の
経
験
を
生
か
し
、
各
地
方
本
部
と
支
部
、
そ
し

て
傘
下
団
体
は
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ア
プ
リ
を
駆
使
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
を
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
イ
ベ
ン
ト
や

会
議
な
ど
を
展
開
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
１０
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
全

国
的
に
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
各
地
方
と
傘
下
団
体
が
一
斉
に

対
面
形
式
に
転
換
し
、
こ
の
２
年
分
の
「
再
会
の
場
」
で
同
胞
た
ち

の
笑
顔
が
戻
り
始
め
た
。

婦
人
会
で
は
６
月
に
約
２
年
ぶ
り
と
な
る
全
国
大
研
修
会
を
開

催
、
青
年
会
も
１１
月
に
第
３３
回
「
コ
リ
ア
ン
・
ユ
ー
ス
・
ア
カ
デ
ミ

ー
」（
Ｋ
Ｙ
Ａ
）
を
対
面
形
式
で
開
催
し
、
再
会
を
喜
び
合
っ
た
。

ま
た
、
中
央
本
部
の
メ
ン
バ
ー
が
加
勢
し
た
集
中
活
動
、
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
！
家
庭
訪
問
活
動
」
を
香
川
、
奈
良
で
展
開
し

た
ほ
か
、
各
地
方
が
コ
ロ
ナ
禍
の
団
員
の
安
否
確
認
と
激
励
す
る
訪

問
活
動
も
展
開
さ
れ
た
。

民団の第７６周年光復節中央記念

式典は８月１５日、東京都江東区の

「ティアラこうとう」で開催した。

新型コロナウイルス感染防止を踏

まえ、規模を大幅縮小し、参加対

象を制限し、キャパシティ１３００人

のホールに約２３０人が参加した。

昨年に続き、日本各政党国会議員

の招待も取りやめ、恒例となって

いた芸能公演や大抽選会も中止に

し、４５分ほどの式典だけで閉幕し

た。式典ではコロナ危機を克服し

ヘイトスピーチ根絶などの決議文

を採択した。

青
年
会
中
央
本
部
（
鄭
昇

栄
会
長
）
は
１０
月
３
日
、
東

京
の
韓
国
中
央
会
館
会
議
室

で
第
３
回
幹
部
活
動
者
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関

係
で
５
月
の
第
１
回
、
７
月

の
第
２
回
と
同
様
、
会
場
に

は
中
央
常
任
と
東
京
が
参
加

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス

テ
ム
の
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
活

用
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
開
催
し
た
。
地
方
本
部
か

ら
は
幹
部
ら
１５
人
が
参
加
し

た
。民

団
東
京
本
部
（
李
壽
源

団
長
）
の
第
１６
回
団
長
杯
争

奪
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
１０
月

１６
日
、
港
区
の
東
京
ポ
ー
ト

ボ
ウ
ル
で
行
わ
れ
、
民
団
各

支
部
を
は
じ
め
傘
下
団
体
や

各
機
関
か
ら
老
若
男
女
約
１

４
０
人
が
熱
投
し
た
。
昨
年

は
や
む
な
く
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
が
、
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
に
こ

ぎ
着
け
た
。
ま
た
、
在
日
本

大
韓
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
（
韓

新
悟
会
長
）
も
１２
月
４
日
、

２
年
ぶ
り
と
な
る
同
協
会
の

公
式
大
会
を
開
催
し
た
。

民団のコロナワクチンの職

域接種が９月１１日から民団中

央会館で行われ、土日の８日

間、在日同胞だけでなく、都

内をはじめ、神奈川や埼玉、

千葉の各県などから日本人と

留学生や定住外国人も含む多

くの人々が接種にかけつけ

た。民団は、古くから「多文

化共生社会の実現」や「日本

地域社会への貢献」を唱え、

阪神・淡路大震災や東日本大

震災に際しての避難所での炊

き出し、救援物資配布などの

救援活動を展開してきたが、

今回もワクチン接種を通じ

て、国境を越えた助け合いの

精神を遺憾なく発揮した。

写真上はＫ‐ＰＯＰコンサート、下はクイズ大会決勝

長
崎
へ
の
原
爆
投
下
で
犠
牲
に
な
っ
た
韓
国
人
を
追
悼
す

る
慰
霊
碑
が
長
崎
市
の
平
和
公
園
に
建
立
さ
れ
、
１１
月
６
日

に
除
幕
式
と
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。
原
爆
同
胞
犠
牲
者

を
慰
霊
す
る
碑
は
広
島
に
は
建
立
さ
れ
た
が
、
長
崎
に
は
建

て
ら
れ
な
か
っ
た
。
建
立
へ
動
き
出
し
た
９４
年
か
ら
、
実
に

２７
年
を
経
て
よ
う
や
く
実
現
し
た
。

韓国人と日本人がひとつになって作り上げていく最大規模の韓日

交流イベント「第１３回韓日祝祭ハンマダン（日韓交流おまつり）」

が９月１１日、新型コロナウイルスの関係で昨年に続いて、オンライ

ンで開催された。今年のスローガンは「会えなくても共に歩もう」

で、昨年よりコンテンツをパワーアップし、オンラインで視聴者が

参加できるプログラムも多く用意した。

東京本部団長杯ボウリング大会

東京五輪の柔道男子７３キロ級が７

月２６日、日本武道館で行われ、在日

３世の安昌林（２７）が３位決定戦で、

アゼルバイジャンの選手を終了７秒

前に背負い投げで「技あり」を奪い、

銅メダルを獲得した。在日同胞とし

てのメダル獲得は朴英哲が銅（７６年

モントリオール）を獲得して以来、

４５年ぶりとなる。安昌林は京都市か

ら「京都市スポーツ最高栄誉賞」を

受けることになった。

在日本大韓ボウリング協会の
公式大会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
緊
急
事
態
宣
言

が
解
除
さ
れ
て
か
ら
１
カ
月
余
り
、
民
団
社
会
で
も
待
ち
わ

び
て
い
た
よ
う
に
東
京
、
大
阪
な
ど
各
地
方
本
部
や
婦
人
会

な
ど
が
、
対
面
に
よ
る
研
修
会
を
開
催
し
、
「
学
び
実
践
す

る
組
織
」
へ
と
進
み
出
し
た
。
東
京
本
部
の
２
０
２
１
在
日

同
胞
社
会
リ
ー
ダ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
組
織
幹
部
研
修
会
）
は

１０
月
１４
日
、
神
奈
川
県
箱
根
町
に
１
４
０
人
余
り
が
参
加
、

大
阪
本
部
の「
組
織
幹
部
研
修
会
」を
１０
月
１３
、
１４
の
両
日
、

広
島
市
内
の
広
島
韓
国
人
会
館
で
開
催
し
た
。

１０月１日に新型コロナウイルス感染症・緊急事態解除

宣言が全国的に解除されたことから、香川本部は１０月５

日までの４日間、奈良本部でも１１月２９日までの３日間「ネ

ットワークを作ろう！家庭訪問活動」を実施した。昨年

から続くコロナ禍の影響で行事が中止または延期とな

り、団員と同胞たちの把握を図るとともに、慰労と激励

も兼ねて団員と顔を合わせることを目的に集中活動に踏

み切った（写真上は香川、下は奈良）。

在
日
同
胞
リ
ー
ダ
ー
育
成
ス
ク
ー
ル
（
組
織
学
院
）
が
１０

月
か
ら
１２
月
に
か
け
て
石
川
、
大
阪
、
中
央
、
奈
良
、
神
奈

川
の
５
教
室
で
開
か
れ
た
。
同
学
院
は
本
来
、
１
泊
２
日
の

日
程
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
と
し
て
、
今
年
に
限
っ
て
１
日
限
り
の
開
催
と
い
う

特
別
措
置
が
と
ら
れ
た
。
と
く
に
大
阪
教
室
で
は
過
去
最
多

の
８４
人
が
受
講
し
、
７９
人
が
修
了
し
た
。

青年会（鄭昇栄中央会長）を担っていく多様な人材の

育成を目的とした第３３回「コリアン・ユース・アカデミ

ー」（ＫＹＡ）が１１月６、７の両日、愛知県名古屋市内

のホテルで開かれた。昨年は新型コロナウイルス感染拡

大のため中止、今年６月の第３２回はＺｏｏｍを活用した

オンラインとオフラインのハイブリッド形式。緊急事態

宣言の全面解除により２年ぶりに全国の仲間が一堂に集

い、対面方式での開催となったことで、待ちわびていた

かのように、定員の５０人をこえる６５人の青年が参加した。

２
年
ぶ
り
婦
人
会
大
研
修
会
、
再
開
喜
ぶ

コロナ克服ヘイト根絶��光復節で誓う

�
感
謝
し
ま
す
�
在
日
外
国
人
に
も
接
種
開
放

２
年
ぶ
り
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
交
流
拡
大

�
会
え
な
く
て
も
共
に
�オ
ン
ラ
イ
ン
韓
日
祝
祭

全
国
の
仲
間
、一
堂
に
２
年
ぶ
り
対
面
Ｋ
Ｙ
Ａ

宣言解除で集中家庭訪問再開

安
昌
林
、
五
輪
銅
メ
ダ
ル
�
在
日
選
手
４５
年
ぶ
り

長
崎
原
爆
同
胞
慰
霊
碑
除
幕

民
団
の
努
力
実
る

組
織
学
院
も
２
年
ぶ
り

対
面
の
研
修
会
、相
次
ぎ
再
開

民
団
社
会

２
０
２
１
年

オンラインで活動者研修

コロナに苦しみつつも
第３００２号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０２１年１２月２２日（水曜日）（３）
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参加申請

〒101-0064 東京都千代田区神田猿楽町2-5-5 YMCA 3F 

https://forms.gle/2cgwrDFqL56CaUnL9
E-mail でもお問合せ受付中 ksjp@ksjp1982.com

地下鉄南北線／大江戸線「麻布十番」駅下車 2 番出口から徒歩約 3分
都営バス・都 06「二ノ橋」／都営バス・反 96「二ノ橋」下車

22 年 1月８日 ( 土 )13 時～
場所：MINDAN大ホール
 東京都港区南麻布 1-7-32

在日韓国留学生連合会
Since1982
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
当
面
の

目
標
は
無
残
に
も
枯
れ
は
て

た
柳
の
木
の
植
え
替
え
。
さ

ら
に
中
・
長
期
的
に
は
北
送

の
悲
劇
か
ら
人
権
の
大
切
さ

を
考
え
る
資
料
館
の
建
設

と
、
北
送
者
９
万
３
０
０
０

人
の
名
前
を
記
し
た
碑
の
建

立
を
目
指
し
て
い
る
。

新
ボ
ト
ナ
ム
会
が
１３
日
、

新
潟
市
内
で
開
催
し
た
整
備

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
式
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
発
表
し
た
。
会
の

代
表
は
元
在
日
同
胞
脱
北
者

の
川
崎
栄
子
さ
ん
（
７９
）
が

務
め
て
い
る
。

川
崎
代
表
は
２
０
１
９
年

の
北
送
６０
年
追
悼
式
典
で
新

潟
市
を
訪
れ
た
と
き
、
「
ボ

ト
ナ
ム
通
り
」
を
歩
い
て
み

た
。
風
に
そ
よ
そ
よ
揺
ら
い

で
い
た
か
つ
て
の
風
情
は
ど

こ
へ
や
ら
、
「
８２
本
が
ぽ
つ

り
、
ぽ
つ
り
。
す
た
れ
る
に

ま
か
せ
、
と
て
も
並
木
と
は

い
え
な
い
。
な
の
に
、
植
え

替
え
に
関
心
を
持
つ
人
も
い

な
か
っ
た
」
。
こ
の
と
き
、

北
送
者
の
自
由
と
人
権
を
侵

害
し
た
「
負
の
遺
産
」
と
し

て
残
す
べ
き
だ
と
川
崎
代
表

は
心
に
誓
っ
た
。

新
た
な
植
栽
は
行
政
の
理

解
と
後
押
し
を
得
た
う
え

で
、
来
春
か
ら
の
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
期
待
す
る
法
政
大
学
国

際
文
化
学
部
の
高
柳
俊
男
教

授
は
「
東
京
か
ら
苗
木
を
運

ん
で
こ
と
足
れ
り
で
は
な

い
。
現
地
の
人
々
に
よ
る
機

運
の
盛
り
上
が
り
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
」
と
東
京
か
ら
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

た
。植

栽
事
業
と
同
時
に
、
北

韓
に
よ
る
人
権
被
害
を
記
録

と
し
て
残
し
、
２
度
と
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
に
記
憶
と
し

て
伝
え
て
い
く
「
資
料
館
」

と
、
北
送
９
万
３
０
０
０
人

の
名
前
を
刻
ん
だ
沖
縄
の
ひ

め
ゆ
り
の
塔
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
碑
の
建
立
も
目
標
と
し
て

い
る
。
資
料
館
は
ス
ペ
ー
ス

の
半
分
を
日
本
人
拉
致
、
残

り
半
分
を
北
送
被
害
に
あ
て

る
。元

在
日
の
脱
北
者
で
、
現

在
は
新
ボ
ト
ナ
ム
会
の
副
代

表
を
担
う
石
川
学
さ
ん
は

「
北
送
も
拉
致
も
だ
ま
し
て

連
れ
て
い
っ
た
点
で
は
同

じ
。
別
に
考
え
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
。
川
崎
代
表
は

「
日
本
で
平
和
と
い
え
ば
広

島
、
自
由
・
人
権
の
拠
点
と

い
え
ば
新
潟
と
み
ん
な
が
思

い
浮
か
べ
ら
れ
る
よ
う
な
観

光
資
源
に
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

新
ボ
ト
ナ
ム
会
で
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
寄
付
金
を
募

っ
て
い
る
。
振
込
口
座
は
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
。
記
号
・
１
１

３
３
０
、
番
号
・
０
０
１
７

７
３
４
１
、
名
義
・
シ
ン
ボ

ト
ナ
ム
カ
イ
。
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
以
外
の
金
融
機
関
か
ら
は

店
名
・
一
三
八
（
イ
チ
サ
ン

ハ
チ
）
、
種
目
・
普
通
、
口

座
番
号
・
０
０
１
７
７
３
４

来
春
も
出
場
期
す

夏
の
第
１
０
３
回
全
国
高

校
野
球
選
手
権
大
会
に
初
出

場
し
、
４
強
入
り
を
果
た
し

た
京
都
国
際
高
校
（
李
隆
男

理
事
長
、
朴
慶
洙
校
長
）
は

４
日
、
「
甲
子
園
出
場
祝
賀

会
」
を
開
い
た
。

同
祝
賀
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

「
春
夏
連
続
甲
子
園
出
場
祝

賀
会
」
を
、
緊
急
事
態
宣
言

の
解
除
に
と
も
な
い
開
催
。

野
球
部
員
を
は
じ
め
、
全

校
生
、
教
職
員
、
保
護
者
、

理
事
会
、
婦
人
会
の
約
３
０

０
人
が
参
加
し
た
。

初
に
朴
校
長
が
甲
子
園

出
場
と
い
う
野
球
部
の
快
挙

を
称
え
、
次
ぎ
に
金
安
一
野

球
部
後
援
会
会
長
が
１
９
９

９
年
当
時
、
学
園
副
理
事
長

と
し
て
、
学
校
活
性
化
の
一

環
の
た
め
、
野
球
部
を
創
部

し
た
経
緯
か
ら
、
２３
年
の
歳

月
を
経
て
「
奇
跡
」
を
起
こ

し
た
と
、
感
無
量
の
思
い
を

伝
え
た
。

続
い
て
、
駐
大
阪
韓
国
総

領
事
館
の
趙
成
烈
総
領
事
、

民
団
中
央
本
部
の
呂
健
二
団

長
の
祝
電
が
届
け
ら
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
校
内
に
掲

示
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
「
甲
子
園
の
軌

跡
」
と
し
て
甲
子
園
で
の
熱

戦
が
動
画
と
写
真
を
交
え
て

流
さ
れ
る
と
、
白
熱
し
た
戦

い
を
繰
り
広
げ
た
ナ
イ
ン
の

姿
に
、
参
加
者
は
感
動
を
再

び
呼
び
起
こ
し
た
。

後
に
小
牧
憲
継
監
督
は

次
に
我
々
が
目
指
す
の
は

「
日
本
一
で
す
」
と
力
強
い

決
意
を
表
明
し
、
前
主
将
の

山
口
吟
太
さ
ん
は
後
輩
た
ち

に
向
か
っ
て
「
春
の
甲
子
園

出
場
が
か
な
う
こ
と
を
強
く

願
っ
て
い
る
。
来
る
べ
き
日

に
向
け
、
た
ゆ
ま
な
い
努
力

を
怠
ら
な
い
よ
う
に
」
と
の

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
、

祝
賀
会
は
盛
会
の
内
に
終
了

し
た
。

後
輩
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
る
山
口
吟
太
さ
ん

【
新
潟
】
１
９
５
９
年
１２
月
１４
日
に
新
潟
港
か
ら
の
第
１
次
北
送
船
に
乗
船
し
た

同
胞
ら
が
新
潟
市
内
に
植
栽
し
た
柳
が
並
ぶ
「
ボ
ト
ナ
ム
（
柳
の
木
）
通
り
」
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
た
。
記
念
植
樹
か
ら
６２
年
が
経
過
し
た
い

ま
、
当
時
の
３
０
０
本
余
り
の
柳
の
木
は
多
く
が
枯
れ
果
て
、
い
ま
や
見
る
影
も
な

い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
柳
の
木
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
で
北
送
の
事
実
を
記
憶

し
、
人
権
尊
重
の
精
神
を
育
む
場
所
と
し
て
い
く
。

北
韓
こ
そ「
地
上
の
楽
園
」

と
い
う
甘
言
を
信
じ
た
新
潟

県
内
の
北
送
者
が
中
心
と
な
っ
て
１
９
５
９
年
１２
月
１４

日
の
第
１
次
船
乗
船
を
前
に
同
年
１１
月
６
日
か
ら
７
日

ま
で
の
２
日
間
、
新
潟
市
中
央
区
東
港
線
道
路
の
約
１

・
５
�
強
の
区
間
に
柳
の
木
３
０
６
本
を
植
栽
し
て
県

に
寄
贈
し
た
。
「
住
み
慣
れ
た
日
本
へ
絆
の
証
を
」
と

費
用
の
４０
万
円
（
当
時
）
は
み
ん
な
で
出
し
合
っ
た
。

こ
の
街
路
樹
は
地
元
で
通
称
「
ボ
ト
ナ
ム
（
柳
の
木
）

通
り
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
多
く
が
折
ら
れ
た
り
、

枯
れ
た
り
し
て
残
る
の
は
８０
本
ほ
ど
と
さ
れ
る
。

「
ボ
ト
ナ
ム
通
り
」

【
京
都
】
民
団
京
都
本
部

（
金
政
弘
団
長
）
は
１９
日
、

京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
で
今
年

で
１０
回
目
と
な
る
「
京
都
コ

リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
孔

信
根
実
行
委
委
員
長
）
を
縮

小
開
催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
予
防
の

た
め
昨
年
に
続
き
メ
ー
ン
と

な
る
朝
鮮
通
信
使
再
現
行
列

を
中
止
し
、
入
場
者
も
２
０

０
人
に
限
定
し
た
。

民
団
南
京
都
支
部
オ
リ
ニ

ク
ラ
ブ
の
愛
く
る
し
い
伝
統

舞
踊
と
チ
ャ
ン
グ
演
奏
で
開

幕
。
在
日
３
世
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
歌
手
で
元
劇
団
四
季
団

員
の
鄭
雅
美
さ
ん
が
独
唱
を

披
露
し
た
後
、
「
国
書
」
交

換
式
が
行
わ
れ
た
�
写
真
。

朝
鮮
正
使
に
は
民
団
京
都

本
部
の
宋
基
泰
常
任
顧
問
、

日
本
側
京
都
所
司
代
に
は
日

韓
親
善
協
会
京
都
府
議
会
議

員
連
盟
の
渡
辺
邦
子
会
長
が

扮
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
善
隣
友

好
精
神
で
両
国
の
友
好
に
力

を
入
れ
る
と
誓
い
あ
い
、
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
た
。

午
後
か
ら
は
民
団
本
・
支

部
、
傘
下
団
体
が
ユ
ン
ノ
リ

対
抗
戦
に
興
じ
た
。
こ
の
ほ

か
、
伝
統
舞
踊
と
サ
ム
ル
ノ

リ
、
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
カ
バ
ー
ダ

ン
ス
の
披
露
も
あ
っ
た
。

後
は
全
員
参
加
の
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
で
も
り
上
が
っ
た
。

脱
北
者
支
援
民
団
セ
ン
タ

ー
が
主
催
す
る
交
流
会
が
関

東
で
１１
月
２７
日
、
関
西
で
も

１８
日
に
開
か
れ
た
。

両
地
区
合
わ
せ
て
約
１
０

０
人
が
関
東
で
は
屋
形
船

で
、
関
西
で
は
中
華
料
理
で

の
昼
食
と
ゲ
ー
ム
な
ど
に
興

じ
な
が
ら
再
会
を
喜
ん
だ
。

関
西
交
流
会
に
は
金
泰
勲

中
央
本
部
副
団
長
が
駆
け
つ

け
「
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
が

強
い
絆
で
結
ば
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
例

年
よ
り
参
加
者
は
少
な
か
っ

た
が
、
今
年
か
ら
は
脱
北
者

支
援
民
団
セ
ン
タ
ー
関
西
の

セ
ン
タ
ー
長
を
朴

錫
大
阪

本
部
副
団
長
が
兼
任
す
る
こ

と
に
な
り
、
「
セ
ン
タ
ー
の

重
要
性
と
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
に
努
力
し
て
い
こ
う
」

と
挨
拶
し
た
。

代表の川崎栄子さん（左）

【
岡
山
】
民
団
岡
山
本
部

（
金
成
植
団
長
）
は
７
日
、

瀬
戸
内
市
の
離
島
に
建
つ
国

立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
施
設
邑

久
光
明
園
と
長
島
愛
生
園
を

慰
問
し
、
同
胞
入
所
者
と
交

流
し
た
�
写
真
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
予
防
の
た
め
、
昨

年
に
続
き
金
学
事
務
局
長
が

単
身
で
面
会
し
、
慰
問
金
と

韓
国
食
品
を
伝
達
し
た
。

邑
久
光
明
園
に
は
６
人
が

入
所
し
て
い
る
。
入
所
者
の

平
均
年
齢
は
９０
歳
近
く
と
高

齢
で
、
ベ
ッ
ド
か
ら
離
れ
ら

れ
な
い
人
も
多
い
と
い
う
。

面
会
で
き
た
２
人
か
ら
は
同

胞
の
元
入
所
者
が
趣
味
で
制

作
し
た
備
前
焼
が
遺
品
と
し

て
託
さ
れ
た
。

金
事
務
局
長
は
「
あ
ん
な

に
元
気
だ
っ
た
の
に
」
と
驚

き
の
表
情
。
「
こ
れ
か
ら
も

な
に
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

正
月
ト
ッ
ク
携
え

高
齢
者
施
設
慰
問

婦
人
会
兵
庫
本
部

【
兵
庫
】
婦
人
会
兵
庫
本

部
（
崔
和
代
会
長
）
１６
日
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
故

郷
の
家
・
神
戸
」（
長
田
区
、

松
下
良
平
施
設
長
）を
訪
れ
、

ト
ッ
ク
３０
�
を
届
け
た
。

松
下
施
設
長
は
「
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」
と

喜
ん
だ
。
同
本
部
か
ら
李
貴

連
顧
問
、
朴
萬
里
子
総
務
部

長
、
朴
和
代
総
務
次
長
が
同

行
し
た
。

同
じ
く
同
本
部
会
館
に
隣

接
し
て
い
る
神
戸
定
住
外
国

人
支
援
セ
ン
タ
ー
（
金
宣
吉

理
事
長
）
が
運
営
す
る
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
「
ハ
ナ
」
（
神

戸
市
長
田
区
）
に
も
１５
�
届

け
た
。
崔
会
長
は
「
い
つ
ま

で
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
」
と
話
か
け
、
ハ
ル

モ
ニ
た
ち
は
笑
顔
で
出
迎
え

た
。

神戸市内のグループホーム「ハナ」で

◆Ｚｏｏｍによる国際シンポ

ジウム「韓国近現代演劇と日

韓交流」

２０２２年１月２２日。１５時３０分

～１７時３０分。〈場所〉Zoom vi
rtual conference/ID : 846 399 3
121+PC : 832711 〈使用言語〉

日本語・韓国語（同時通訳あ

り）。事前申し込み不要。無

料。

「日韓演劇交流の実践」石

川樹里さん（日韓演劇コーデ

ィネーター、「『韓国演劇運動

史』（柳敏榮著）を訳しおえ

て」津川泉さん（日韓演劇交

流センター）、「韓国演劇の日

本紹介ー現況と課題」徐在吉

さん（国民大学）。このほか、

討論を行う。

問い合わせは武蔵大学人文

学部・渡辺直紀研究室（wata
2002@hotmail.com）。

婦人会滋賀のセミナー

各
地
で
料
理
教
室

婦
人
会
滋
賀
本
部
（
李
美

姫
会
長
）
は
１６
日
、
甲
賀
市

内
で
文
化
セ
ミ
ナ
ー
「
韓
国

料
理
教
室
」
を
開
催
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
キ
ム
パ
と
プ
ル

コ
ギ
。
李
会
長
と
同
本
部
の

朴
永
子
文
化
部
長
が
実
演
し

た
。李

会
長
は
「
皆
さ
ん
の
顔

を
見
て
行
事
が
出
来
る
こ
と

を
う
れ
し
く
思
う
。
ま
だ
コ

ロ
ナ
の
影
響
は
あ
る
も
の

の
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
こ

と
か
ら
行
事
を
企
画
し
、
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

同
本
部
傘
下
の
７
支
部
か

ら
会
員
４０
人
が
参
加
。
甲
賀

市
国
際
交
流
協
会
の
野
口
喜

代
美
副
会
長
と
大
河
原
圭
子

事
務
局
長
、
滋
賀
県
立
陶
芸

の
森
か
ら
も
ベ
・
ス
ジ
ョ
ン

学
芸
員
が
応
援
に
か
け
つ
け

た
。婦

人
会
三
重
本
部
（
尹
栄

子
会
長
）
は
４
日
、
地
域
住

民
を
対
象
と
し
た
韓
国
料
理

体
験
教
室
を
津
市
内
で
開
催

し
た
。
民
団
三
重
本
部
（
殷

慶
基
団
長
）
、
県
日
韓
協
と

の
共
催
。

２
回
目
と
な
っ
た
今
年
も

定
員
い
っ
ぱ
い
の
３０
人
が
応

募
。
キ
ム
チ
づ
く
り
に
挑
戦

し
た
。
尹
会
長
は
「
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
何
よ

り
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
交
流

に
力
を
い
れ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

民
団
岐
阜
本
部
（
董
勝
正

団
長
）
は
１１
月
１９
日
、
岐
阜

市
内
の
市
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
「
韓
国
料
理
教

室
」
を
開
催
し
た
。
同
本
部

の
韓
国
語
教
室
に
通
う
日
本

人
の
生
徒
と
そ
の
友
人
ら
２０

人
が
参
加
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
ホ
ル
モ
ン
鍋

と
韓
国
風
サ
ラ
ダ
の
２
品
。

同
本
部
の
黄
清
子
副
団
長
が

作
り
方
を
指
導
。
同
本
部
の

韓
国
語
教
室
に
通
う
日
本
人

の
生
徒
と
そ
の
友
人
ら
２０
人

が
参
加
し
た
。

三
重
韓
国
会
館
で

韓
日
オ
リ
ニ
研
修

【
三
重
】
民
団
三
重
本
部

（
殷
慶
基
団
長
）
は
１２
日
、

同
本
部
会
館
を
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
開
放
し
、
「
韓
日

オ
リ
ニ
研
修
会
」
を
開
催
し

た
。夏
に
予
定
し
て
い
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
延
期
と
な

っ
て
い
た
。

オ
リ
ニ
た
ち
は
キ
ム
パ
づ

く
り
を
体
験
し
、
ユ
ン
ノ
リ

に
興
じ
た
。
殷
団
長
は
「
こ

れ
か
ら
も
民
団
の
い
ろ
ん
な

行
事
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
た
。
婦
人
会
三

重
本
部
の
尹
栄
子
会
長
が
応

援
に
駆
け
付
け
た
。

オ
リ
ニ
課
外
授
業

民
団
倉
敷
支
部

【
岡
山
】
民
団
倉
敷
支
部

（
李
大
成
支
団
長
）
は
１１
月

２７
日
、
同
支
部「
土
曜
学
校
」

に
通
う
オ
リ
ニ
を
香
川
県
へ

の
日
帰
り
課
外
活
動
に
招
待

し
た
。

オ
リ
ニ
１２
人
が
保
護
者
付

き
添
い
の
も
と
参
加
、
綾
歌

郡
に
あ
る
四
国
水
族
館
と
中

津
万
象
園
を
見
学
し
た
。

【
大
阪
】
大
阪
を
拠
点
に

文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
同

胞
ら
に
よ
る
韓
日
友
好
親
善

の
夕
べ
「
韓
国
伝
統
文
化
マ

ダ
ン
」
（
民
団
大
阪
本
部
主

催
）
が
１２
日
、
大
阪
市
内
の

大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

２
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
。
１５

回
目
。
地
域
住
民
ら
７
０
０

人
が
来
場
し
た
�
写
真
。

開
会
に
先
立
っ
て
民
団
大

阪
本
部
の
李
元
徹
団
長
が

「
韓
国
伝
統
芸
能
を

後
ま

で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

出
演
者
は
９
団
体
、
約
７０

人
。
第
１
部
で
韓
国
伝
統
舞

踊
柳
会
（
ポ
ド
ゥ
ル
フ
ェ
）

の
舞
踊
や
元
京
愛
絃
ソ
リ
韓

国
伝
統
国
楽
院
の
民
謡
、
大

阪
金
剛
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
小
中
高
等
学
校
の
サ
ム
ル

ノ
リ
部
・
舞
踊
部
が
サ
ム
ル

ノ
リ
演
奏
と
扇
の
舞
を
披
露

し
た
。

第
２
部
で
は
呂
英
華
韓
国

伝
統
芸
術
院
の
巫
女
の
舞
、

安
聖
民
さ
ん
は
パ
ン
ソ
リ
、

チ
ャ
ン
ゴ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ａ
」
が
ソ
ル
チ

ャ
ン
ゴ
。
ラ
ス
ト
は
白
頭
学

院
建
国
伝
統
芸
術
部
が
「
地

神
パ
ル
ギ
」で
締
め
く
く
り
、

観
客
を
魅
了
し
た
。

同
胞
和
合
の
集
い

今
年
１
年
を
回
顧

民
団
大
阪
本
部

【
大
阪
】
民
団
大
阪
本
部

（
李
元
徹
団
長
）
は
３
日
、

「
２
０
２
１
同
胞
和
合
・
感

謝
の
集
い
」
を
市
内
ホ
テ
ル

で
開
催
し
た
。

李
団
長
は
「
コ
ロ
ナ
が
思

い
の
ほ
か
長
引
き
、
先
は
不

透
明
。そ
う
い
う
な
か
で
も
、

団
員
の
目
線
に
あ
わ
せ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
団
員
が

寄
り
や
す
い
民
団
を
つ
く
っ

て
い
こ
う
」と
呼
び
か
け
た
。

当
日
は
民
団
生
活
相
談
セ

ン
タ
ー
所
長
で
歌
手
の
金
昭

夫
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー

も
あ
っ
た
。

送
年
会
を
開
催

婦
人
会
大
阪
本
部

【
大
阪
】
婦
人
会
大
阪
本

部（
朴
米
子
会
長
）は
２
日
、

大
阪
市
内
で
２
０
２
１
年
を

締
め
く
く
る
送
年
会
を
開
い

た
。朴

会
長
は
「
皆
さ
ん
に
会

え
て
う
れ
し
い
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
。
来
年
は
卓
球
部
が

発
足
し
て
１０
年
を
迎
え
、
婦

人
会
大
阪
の
創
立
７５
周
年
と

い
う
節
目
の
年
。
楽
し
い
記

念
行
事
を
皆
さ
ん
と
企
画
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

婦
人
会
中
央
本
部
の
劉
代

永
会
長
か
ら
は
「
地
域
社
会

と
共
生
し
、
オ
モ
ニ
パ
ワ
ー

で
草
の
根
運
動
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
で
韓
日
関
係
の

架
け
橋
と
な
る
」
と
激
励
が

あ
っ
た
。

民
団
大
阪
本
部
の
李
元
徹

団
長
は
「
婦
人
会
は
民
団
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
。

あ
き
ら
め
る
よ
り
も
あ
と
は

上
が
る
し
か
な
い
と
い
う
気

持
ち
で
邁
進
し
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。
席
上
、
国

民
勲
章
「
石
榴
章
」
を
受
勲

し
た
賓
春
花
常
任
顧
問
（
民

団
大
阪
本
部
顧
問
）
に
朴
会

長
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
た
。

婦
人
会
京
都
で
も

【
京
都
】
婦
人
会
京
都
本

部
（
趙
清
美
会
長
）
の
送
年

会
は
６
日
、
京
都
市
内
の
ホ

テ
ル
で
あ
っ
た
。
婦
人
会
中

央
本
部
の
劉
代
永
会
長
、
民

団
京
都
本
部
か
ら
は
金
政
弘

団
長
が
参
席
。
１
４
０
人
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

席
上
、
趙
会
長
が
「
互
い

に
労
を
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら
親

睦
を
深
め
よ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。
韓
国
政
府
か
ら
大
統

領
表
彰
を
受
け
た
姜
貞
子
顧

問
と
民
団
京
都
本
部
団
長
表

彰
者
に
花
束
が
贈
ら
れ
た
。

善隣友好の“国書”交換
「京都コリアフェスティバル」

昨年に続いての縮小開催

韓
国
伝
統
文
化
の
競
演

民
団
大
阪
主
催

９
団
体
７０
人
が
出
演

甲
子
園
出
場
の
感
動
再
び

京
都
国
際
�
目
指
す
の
は
日
本
一
�

脱北者の絆を確認

関東と関西で交流

民団支援センター主催

ハハンンセセンン病病療療養養施施設設をを慰慰問問
民
団
岡
山

同
胞
入
所
者
と
交
流

北
送
の
事
実
を
記
憶
し
、人
権
尊
重
の
精
神
育
む

�柳の木通り�
リニューアルへ
「新ボトナム会」始動

（４）２０２１年１２月２２日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第３００２号


